
2026立命館大学（2/1実施 全学統一（文系））英語 概評 

 

出題分析 

試験時間 80分 配点    ※ 大問数 5題 

分量（昨年比較）〔 減少 同程度 増加 〕 難易度変化（昨年比較）〔 易化 同程度 難化 〕 

【概評】 

大問の構成は，長文読解 2つ，会話文，文法・語法，語彙の計 5題で昨年のままであった。

各小問数も昨年のままである。読解の設問では，例年通り真偽判定や主題選択，空所補充問

題が出された。会話文は 2つ出題され，文法・語法は空所補充の形で出題される。語彙では

空所補充だけでなく，同義語選択が引き続き出題された。立命館大英語では，深く英文を読

み込む力は当然のこと，文法・語法・語彙の知識量も必要とされる出題内容になっている。 

※1 学部・型・方式により，配点が異なる。詳細は入試要項を参照。 

※2 分量・難易度の比較は昨年速報を実施した 2/2 入試分（全学統一（文系・理系））と

の比較。 

 

設問別講評 

問題 出題分野・テーマ 設問内容・解答のポイント 難易度 

Ⅰ 長文読解 
「パナマの太平洋岸

で発見された奇妙な

タコについて」 
○語数：848 語 
（昨年）853 語 

パナマの太平洋岸で発見された奇妙なタコについ

て論じた文章。〔2〕の真偽判定は例年悩ましいも

のがあるが，今回は比較的取り組みやすかった。

⑷はパナマ以外の国で同じタコが見つかったこと

は，本文からは読み取れない。⑸はまだそのタコ

が新種とは認定されていないことが分かる。 

標準 

Ⅱ 長文読解 
「収蔵品の整理処分—

ヴィクトリア博物館

の例」 
○語数：815 語 
（昨年）763 語 

博物館の収蔵品が整理処分される基準を紹介し

た文章。その基準の一つを示す〔1〕の空所補充

(B)には，直後に爆発の可能性がある薬品の例が

あるので，hazard「危険性」を含む⑶が正解。

〔2〕の指示語 ○えでは，下線部直後の when 節

が「収蔵品を販売するのが認められるならば」

という条件の意味を読み込めたかがポイント。 

標準 

Ⅲ 会話文 
○語数：〔1〕179 語 

〔2〕173 語 
（昨年）〔1〕118 語 

〔2〕173 語 

〔1〕がキャンプ場へ向かう道中，〔2〕が服屋での

会話。会話特有の言い回しは少なく，流れもつか

みやすい。〔1〕の○えに入る⑶ Can’t you see that? 
は，「それが分からないのか？」と相手をなじる表

現。〔2〕の ○け に入る⑷の No one does that 
anymore. は，解約手続きのために手紙を送ると

いう時代遅れなシステムへの不満の表明である。 

標準 
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※ (昨年)の語数は，速報を実施した 2/2入試分（全学統一（文系・理系））を参考として

記載。 

 

設問構成（設問数・形式・内容） 

大問 
番号 設問数 

選択式 

質疑応答 真偽判定 主題 空所補充 指示語 同義語 その他 

Ⅰ 3 4 5 1    
 

Ⅱ 2    8 5  
 

Ⅲ 2    4・4   
 

Ⅳ 1    8   
 

Ⅴ 2    5  5 
 

※「選択式」の欄の数値は，各設問内の小問数を表す。 

 

合格のための学習法 

立命館大学の入試で高得点を取るためには，英文読解力をつけることが最も重要である。そ

のためには 1学期の早いうちに，暗記ではなく理解を重視した，英文を読むための文法を身

につけよう。同時に毎日こつこつ辞書を使って時間をかけて英文を読む練習をしよう。スピ

ードを気にすると英文読解は身につかない。じっくり時間をかけることが大事だ。もちろん

市販の単語帳を使って毎日単語・熟語を覚えたり，過去問などを通して文法問題や会話文な

ど，立命館大学が出題する多様な問題形式に慣れたりすることも重要だ。しかし英語の勉強

時間の大半を英文読解にかけるべきだ。英文読解への取り組み方が合否を決める。 

設問別講評 

Ⅳ 文法・語法 標準的な問題が多いが，正確な知識が必要。(D)

は自動詞 sit と他動詞 seat の識別。(E)は get a 
score on の形から on which を導く。(G)は，副詞

almost が具体的な数量表現や全体を表す語

（everyone など）を修飾する性質を問う。(H)は

理由を表す付帯状況の with 構文と見抜く。 

標準 

Ⅴ 語彙 〔1〕は解答となる選択肢は標準的なものが多かっ

たが，(B)⑶ kettle「やかん」や(E)⑶ kerosene
「灯油」などは戸惑ったかもしれない。〔2〕は(E)

の hone「～〔技能など〕を磨く」＝ ⑵ enhance
が受験生にとっては難易度が高かっただろう。 

標準 


